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Abstract
Thomas Hobbes’ Leviathan (head edition) was published in 1651 by Andrew Crooke. It has 

two other editions, Bear edition and Ornament edition.
Head ornament is used on 36 books and pamphlets between 1636-62 which show 

sometimes four printers' names. First printer is John Norton, second Alice Norton, third 
Thomas Warren and fourth Alice Warren.  Alice is John’s wife. After his death she begins to 
print. Alice remarried Thomas Warren in 1642 and he begins to print in 1643. Warren is dead 
in 1661, but Alice begins to print from 1660. These four printers are members of John’s 
family, and they continued to use the head ornament for a long time.

Their head ornaments are distinguished by a slender face, a pointed leaf at the upper center 
and a bundle of clothes. These characterics are shown on every head ornaments on Table 1. 
After 1645, a damage at the upper right corner is added to these.   

But head ornament was used by two other families. First is Bonham Norton and his child 
Roger Norton. Second is Christopher Barker and his eldest son Robert Barker.  Their head 
ornaments are distinguished by a round face, a flower bud at the upper center and a bundle of 
clothes with fringes.   

Leviathan’s head ornament is distinguished by a slender face and a damage at the upper 
right corner. It is the same head ornament as John Norton family’s and a printer of the family 
in 1645-66 is Thomas Warren. So Leviathan’s head ornament was printed by Thomas Warren. 
If Roger Norton prints it, he should not use John’s ornament but Roger’s ornament, that is, the 
ornament with a round face, a brocken flower bud without a damage at the upper right corner.

Leviathan has another big ornament (crowned head ornament). But any examples by John 
Norton’s family can not be found.  

In 1649 Roger Norton printed The great exempler of sanctity and holy lives with a crowned 
head ornament (Wing T342) (sig. a1r).  Its ornament has a small damage at the left flanked 
stalk upon a small head. Since then, its damage is shown on Wing A3147 (sig.*1r) (1650), 
T405 (sig.A1r) (1651) and J91 (sig. a2r) (1653) and others. But Leviathan’s crowned head 
ornament has not a damage at the same place. So Roger is not a printer of the crowned head 
ornament of Leviathan (head edition).

研　　究



トマス・ホッブス（Thomas Hobbes）は17世紀
の哲学者である。彼は1588年にイギリスで生まれ
た。この時代はイギリスにとって激動期である。
彼が活躍し出す頃はクロムウエルの革命期に当た
り、難を逃れてフランスに亡命する。そのときに
執筆したのが旧約聖書ヨブ記にでてくる海獣レビ
ヤタンからその名を取った『リヴァイアサン』
（Leviathan）である。
この本は彼が亡命先のパリでゲラを校正し、イ
ギリスで1651年にアンドルー・クルク（Andrew 
Crooke）から出版された。印刷者名はない。出版
自体は禁止されなかったが、教会を痛烈に批判し
たことから、発禁となる。お陰でイギリスの日記
作家サムエル・ピープス（Samuel Pepys）はこの
本が「元来値段は八シリングだったので、わたし
は中古品に対して二十四シリング出したが、三十
シリングで売られている」と書いている（注 1）。
二種類の海賊版が出たのも発禁が要因となった

と見て良い。この二点は、海賊版と言うこともあっ
て、書名、出版社名、刊年がそのまま示された。
そのため最初の本を含めた三点は扉を飾っている

オーナメントによって識別、呼称されることにな
る。「人間の頭」で飾った「ヘッド版」（head）、
枝を抱えて立っている「熊」を飾った「ベア版」
（bear）、「小さな図柄」を三列並べた「オーナメ
ント版」（ornaments）である。ヘッド版が真正版、
残りの二点が海賊版ということになる。本稿では
このヘッド版の印刷について考察する。
この本は次のような構成になっている。
　Folio in 2:  engraved title leaf, A-Z4, Aa-Zz4 

Aaa-Ddd4, folded broad printed table
1 ．Engraved title leaf:
2 ．Ａ折丁
　　［A1r］　Title page（図 1） 
　　［A1v］　［blank］
　　A2r

       TO | MY MOST HONOR'D FRIEND Mr 
FRANCIS GODOLPHIN | of  Godolphin.
　　［A3r］　The Contents of the Chapters.
　　［A3v］　Errata.
　　［A4r］　［headpiece ornament］ THE | 
INTRODUCTION.（pp.1-2）   
3 ．B1r-Dddv （pp.3-396）: text

Second half of Leviathan (head edition) begins with mermaid initial I.  It has a damage near 
the upper center of the border. Richard Cotes used a same damaged mermaid initial I (Wing 
L2071).  So he is the printer of the mermaid initial I of Leviathan (head edition). 

On table3, Letter ‘m’ is recurred between sig. 2C-2Z, and letters ‘c’ and ‘d’ are recurred  
between sig. E-2B.  But letter ‘m’ is not used before sig. 2B and letter ‘c’ and ‘d’ are not used 
after sig. 2C.  Then, Leviathan (head edition) is divided into two and composed by two 
compositors. 

Adding the fact on the printers of head ornament and mermaid initial I to these, it comes to 
a conclusion that Leviathan (head edition)  is divided into two and first part (sig.A-2B4) is 
printed by Thomas Warren and second part (sig. 2C-3D4) by Richard Cotes.

Signature A consists of  outer and inner sheets.  But some inner sheet is turned inside out by 
mistake and folded.  So some sig. A are misbound as A1, A3, A2, A4.

Signature A4’s text of Leviathan (head edition) begins with ‘THE INTRODUCTION’. 
‘THE’ is printed by two kind of types. Roman capital is the first print with signature ‘B’ and 
swash italic capital is revised print without signature ‘B’.

Keywords
Thomas Hobbes（トマス・ホッブス），
Leviathan (head edition)（『リヴァイアサン』（ヘッド版））， 
Thomas Warren（トマス・ワレン）， Bibliography（西洋書誌学），Printing history（印刷史）



1636－62年のヘッド・オーナメント
ノエル・マルコム（Noel Malcolm）は『リヴァ

イアサン』（ヘッド版）の前半部分（sig. A-2B4）
をロジャー・ノートン（Roger Norton）、後半部分
（sig. 2C-3D4）をリチャード・コーツ（Richard 
Cotes）が印刷したといっている。その決め手と
したのが国王（Crowned head）・オーナメントと
「人魚飾りのイニシャル」Ｉに生じた欠損の有無
であった。しかし『リヴァイアサン』（ヘッド版）
と呼称する由来となったばかりでなく、印刷者を
特定する最も重要な判断要素となるヘッド・オー
ナメントについては一言も触れていない。他の例
を未見だからと言う。そしてジャクソン（W.A. 
Jackson）もロジャー・ノートンとリチャード・
コーツが印刷者だと、根拠を示さないままに言っ
ている（注 2）。本項では彼らの主張を再検討し、
印刷者を特定する予定である。
図 1は『リヴァイアサン』（ヘッド版）の扉で
あり、ここにはヘッド・オーナメントが示されて
いる。これまでこのオーナメントの全貌が語られ
ることはなかった。しかしEEBO（Early English 
Books Online）というデータベースで、「s.n.」（出
版者や印刷者名が表示されていない、と言う意味
の略表示）などを検索語にして検索すると、表 1
に示したように、非常に興味深い結果が得られる。
このオーナメントは36点もの本や小冊子で、
1636-62年という長期に渡って使われ続けたばか
りでなく、時には、4人の印刷者名が示されてい
ることも判明した。この 4人とはどんな人物であ
ろうか。
　 1．London, Printed by John Norton, 1636
　　　　（STC.1349）（図 2）
　 2．London, Printed by A.N. 1641
　　　　（Wing C1641）（図 3）
　 3．London, Printed by T.W. 1646
　　　　（Wing C1943）（図 4）
　 4．London, Printed by Alice Warren, 1662
　　　　（Wing D2481）（図 5）
一人目はロンドンの印刷者ジョン・ノートン

（John Norton）である。彼は1621－40に活躍し（注
3）、ヘッド・オーナメントを1636－39年に使っ
ている。
二人目の人物「A.N.」はアリス・ノートン

（Alice Norton）と言い、ジョンの妻である。ジョ
ンが1640年に死去すると、彼女は彼の跡を継いで
印刷業を始める。しかし彼女がヘッド・オーナメ
ント付き出版物を自分の名前で出したのは1641－
42年のことであった。
三人目の人物は「T.W.」、即ち、トマス・ワレ

ン（Thomas Warren）である。ジョンの死後、ア
リスは1642年に再婚する（注 4）。その相手がワ
レンであった。1662年の図 5は、印刷者が「Alice 
Warren」だと言っているし、1646年の図 4や1649
年の図 6は「T.W.」（トマス・ワレン）がヘッド・
オーナメント付きの印刷をしたことを示してい
る。アリスがワレンと再婚し、ワレンが印刷業を
引き継いだことがわかる。トマス・ワレンは1643
年から、死去するまで、ジョンの印刷所を切り回
していた。               
最後がアリス・ワレン（Alice Warren）（アリ

ス・ノートンの再婚名）である。ワレンは1661年
に死去するが、その前年からアリスは印刷業を再
開した（Wing 2581A）。もっとも、上記 4に示し
たように、ヘッド・オーナメントを使ったのはそ
れから 2年後の1662年のことになる。しかしこの
印刷所は1666年のロンドンの大火で焼失してしま
う（注5）。前述した 4人はいずれもジョン・ノー
トンの家系のものばかりであり、その彼らが連綿
としてヘッド・オーナメントを使い続けてきたこ
とがわかる。
彼らのヘッド・オーナメントはどんな特徴を
もっているのであろうか。図 2－ 6を見ると、印
刷者名の示されているヘッド・オーナメントの顔
は細長い。オーナメントの上部中央は先の尖った
木の葉で飾られ、左右から始まる布の束は下部で
大きく垂れ下がることから、中央で一回束ねられ
ている。これらの特徴は、図 7（Wing B462）の
ように、印刷者名の示されていないヘッド・オー
ナメントにも共通するので、表 1に示したヘッ
ド・オーナメントはすべて同一の図柄になる。
1645年からは特徴がもう一つ追加される。図 9
からわかるように、この年に印刷されたオーナメ
ントの右上端付近に欠損が生じ、最後の1662年
（図11）までの全ヘッド・オーナメントが同じ状
態にあるからである。欠損の有無は図 7や図 8と
1645年の図 9を比べればわかる。



細長い顔と丸い顔のヘッド・オーナメント
これまでジョン・ノートンの家系で用いていた

「ヘッド」オーナメントについて述べてきた。し
かしヘッド・オーナメント（のデザイン）を使っ
ていたのはジョンの家系だけではなかった。ジョ
ン・ノートンの遠縁に当たるボナム・ノートン
（Bonham Norton）（図12）（1619年）とその子ロ
ジャー・ノートン（Roger Norton）（図13）（1654
年）の家系も使っている。もう一つは図14（1585
年）や図15（1596年）に示したように、初代クリ
ストファー・バーカー（Chistopher Barker）に始
まり、長男ロバート（Robert Barker）（STC. 1133）
（1601年）へと繋がっていく家系である。
図12－15からわかるように、両家のオーナメン
トはいずれも丸顔である。上部中央の飾りは丸い
蕾の形をし、下部に垂れ下がった布束にはフリン
ジが付いている。クリストファーの場合、丸い蕾
は当初壊れていなかったが（図14）、1596年には
壊れている（図15）。ボナムの場合は、最初から
丸い蕾が壊れている（図12）。それに対して、ジョ
ンの家系のオーナメントは尖った木の葉とフリン
ジの付かない布束なので、彼らのとでは明確に識
別できる。表 1はいずれもジョンの家系のヘッ
ド・オーナメントと見て良い。
では『リヴァイアサン』のヘッド・オーナメン
ト（図10）はどんな状態にあるのであろうか。『リ
ヴァイアサン』の図10も1645年の図 9と同じ箇所
に欠損が見つかる。ヘッド・オーナメントの顔は
細長く、上部中央は尖った木の葉で飾られ、下部
の垂れ下がった布束にフリンジは付いていない。
図10は図 9と同じ版面（block）で刷られたと見
て良い。このデザインはジョンの家系のオーナメ
ントに合致する。ジョンの家系ではワレンが1643
年から印刷業を引き継ぎ、1661年まで業務を続け
ている。従って1651年に出版された『リヴァイア
サン』（ヘッド版）のヘッド・オーナメントはト
マス・ワレンが印刷したことになる。前述したよ
うに、マルコムはロジャー・ノートンが印刷した
と言っているが、もし彼が印刷したのであれば、
ジョンの家系のオーナメントではなくて、自分の
家系のオーナメント、即ち、右上端付近に欠損が
無く、丸顔で、壊れた蕾のヘッド・オーナメント
を使ったのではないだろうか。

国王・オーナメント（Crowned head ornament）
『リヴァイアサン』（ヘッド版）はヘッド・オー
ナメントの他に、もう一つ大きなオーナメントを
使っている。図16に示した国王・オーナメントで
ある。しかし現在のところ、ジョン・ノートンの
家系の人物がこのオーナメントを使った事例は見
つかっていない。
マルコムはロジャー・ノートンが印刷した1650
年の「Wing A3147」中の国王・オーナメント（sig. 
*1r）（図18）が『リヴァイアサン』（ヘッド版）
の図16と全く同じだと言い、ロジャーを『リヴァ
イアサン』（ヘッド版）の印刷者と見なしている
（注 6）。
そこでロジャーの用いた国王・オーナメントを
辿ってみよう。古くは1649年の図17（Wing T342）
（sig. a1r）がある（注 7）。この図の中心より左側
に小さ目の側顔があり、それを覆った房の最上部
が欠けている。この出版物についてマルコムは何
も言っていないが、1650年の「Wing A3147」（sig. 
*1r）（図18）には欠損がないと、言っている。し
かし図18からわかるように、これにも欠損が見え
る。その後も1651年の「Wing T405」（図19）（sig.
A1r）、1653年のWing「J91」（sig. a2r）、1654年の
「J89」（sig. a1r）、1656年の「S640」（sig. A2r）な
どと欠損オーナメントの使用が途切れることはな
い。ロジャーは1649年から欠損のある国王・オー
ナメントを使い続けてきたことがわかる。ところ
が1651年の『リヴァイアサン』（ヘッド版）の国
王・オーナメント（図16）には欠損がない。ロ
ジャーは『リヴァイアサン』（ヘッド版）の国王・
オーナメントを印刷していないはずである。

人魚飾りのイニシャル（Mermaid initial I）
『リヴァイアサン』（ヘッド版）の後半（sig. 
2C-3D4）の冒頭は「人魚飾りのイニシャル」Ｉ
で始まる。図20である。この絵は太い枠で囲まれ、
上部中央付近は欠けている。これと同じ状態のイ
ニシャルＩを使っているのがリチャード・コーツ
である。図21（Wing L2071）は1650年に彼が印刷
した出版物中のイニシャルであり、同じ箇所に欠
損が見られる。そして図22（Wing L2060）は同年
の別の出版物のイニシャルであるが、これには欠
損がない。欠損は1650年に生じたことがわかる。
『リヴァイアサン』（ヘッド版）中の「人魚飾りの



イニシャル」Ｉはコーツが印刷したと見て良い。

植字工（Compositor）
本稿で「印刷者」と言ってきたが、それは一作
業者の意味ではなくて、印刷所を指している。そ
して次に述べるのはその印刷所での植字工の作業
である。『リヴァイアサン』（ヘッド版）に使った
特徴のある活字がどのページのどの活字に出現す
るかを示したのが表 2であり、それらを視覚的に
示すと表 3になる。表 3を見ると、活字「m」は
折丁2C-2Zで繰り返し使われている。そして活字
「d」と「c」の 2字は折丁E-2Bを網羅している。
しかし活字「m」が折丁2Bより前に使われること
はないし、活字「d」と「c」が折丁2C以降に使
われることもない。これは『リヴァイアサン』
（ヘッド版）の植字工が 2人いて、彼らが折丁2B
と2Cを境にして前半（sig.A-2B4）と後半（sig. 
2C-3D4）に 2 分割して作業したことを示してい
る。
これに、ヘッド・オーナメントとイニシャルI

の使用者を重ね合わせると、『リヴァイアサン』
（ヘッド版）の印刷作業は前半（sig.A-2B4）と後
半（sig. 2C-3D4）とに二分割され、前半はトマス・
ワレン、後半はリチャード・コーツが分担したと
言う結論になる。先に、『リヴァイアサン』（ヘッ
ド版）の前半部分の担当者はロジャー・ノートン
とする、マルコムやジャクソンの主張を提示した。
しかし異なった結果になったことは明らかであ
る。

折り畳み違い（Misfolding）           
『リヴァイアサン』のＡ折丁は二折の紙を 2枚
重ねて一折丁にしている。つながり具合はA1と
A4そしてA2とA3であり、後の一対が内側になる。
正常に折り畳めば、各紙葉はA1、A2、A3、A4と
順番に並ぶはずだが、下記に示した順序に並んだ
本がある。
　　［A1r］　title page　　　　
　　［A3r］　The Contents of the Chapters.
　　A2r      TO | MY MOST HONOR'D FRIEND Mr 
FRANCIS GODOLPHIN | of  Godolphin.
　　［A4r］　THE | INTRODUCTION.  
本来であれば、一対の紙を 2枚重ねて山折りに
すれば、折記号順そしてページ順に並ぶ。ところ

が、内側の一対を裏返しにして山折りにしたこと
から、上記のように、折丁内の順序が狂ってしまっ
たのである。

誤植訂正（Misprint）
A折丁の［A4］は「THE INTRODUCTION」で

あるが、この「見出し」は２種類の活字で刷られ
ている。
　　 1．THE | INTRODUCTION　折記号Bあり（図
23）Roman
　　 2．THE | INTRODUCTION　折記号Bなし（図
24）Swash italic
図24からわかるように、「THE INTRODUCTION」
はSwash italicで印刷する予定であったが、植字工
が「THE」をローマン体で組んでしまった（図
23）。そして印刷中にそのことに気付き、「THE」
をSwash italicで組み直した。それが図24である。
「A4」の表ページの指示語の行には折記号「Ｂ」
も示されていた。そこで「THE」を修正するのに
合わせて、折記号「Ｂ」を削除し、印刷し直した。
そのためA4の表ページは2種類出来てしまった。
図23が修正前、そして図24が修正後の印刷と言う
ことになる。これまでのところ、どちらか一つだ
けを修正したという例は見つかっていない。修正
は二カ所同時に行われている。

日本の大学図書館における『リヴァイアサン』（「ヘッ
ド」版）の所蔵一覧
表 4は日本の大学図書館で所蔵する『リヴァイ
アサン』（「ヘッド」版）の一覧である。ここには
本稿で指摘した点も盛り込んでいる（注 8）。

最後に
本稿を執筆するに当たり、多くの方から援助を
頂いた。中でも名古屋大学附属図書館研究開発室
の中井えり子氏からは本稿を執筆する機会を与え
ていただいた。同図書館情報サービス課調査支援
係には資料の収集でお手数をおかけした。そして
東京大学経済学部資料室の援助も忘れることは出
来ない。こうした方々からの援助がなければ、本
稿はまとめられなかったかもしれない。心からお
礼を申し上げる。もっとも、内容については至ら
ないことも含めてすべて筆者の責任であることは
言うまでもない。
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表 1：ヘッド・オーナメント
年度 番 号 印刷者 出版社 Head Beast 書  名

STC 1636 1349 John Norton ○ A sermon preached at Paul
1636 1503 John Norton Robert Wilson ○ Ram-Alley
1637 1350 John Norton ○ A sermon preached at Paul
1638 19303 John Norton  ○ The rose, and lily
1639 10217.5 John Norton ○ Articles to be inquired

Wing 1641 B462 ○ ○ A large supplement of the Canterburian
B5334  ○ The Duke of Buckingham
C1941 A.N. Robert Lunne ○ Bussy D'Ambois a tragedie
D1921 ○ ○ Two speeches spoken jn the house

E186 ○ A letter of that most religious 
E2679B ○ The petition of the House of Commons

H2475 ○ ○ The speech of Denzill Hollis
M2731 ○ A prisoners letter to the Kings most

O606 A.N. ○ ○ Ovatio Carolina.  The triumph of King
P3865 ○ ○ The protestation of the archbishop
P4300 ○ Ten propositions delivered by Master
R2197 ○ Sir Beniamin Rudyerd his speech

S1001AD Nath Butter ○ The charge of Scotland
S3416 A.N. John Francklin ○ The charitable pestmaster
S5943 ○ An argue, which hitherto amongst all

U15 ○ The true form of church government
1642 A3538 ○ Apologeticall aniｍadversions of certaine

C6171 ○ ○ A copie of a letter written from His
G955 A.N. Richard Lownds ○ Gods good servant, and the kings good
I1042 A.N. H.T. ○ ○ The Irish occurrences, or A true relation

U16 ○ The true form of church government
W1186 A.N. Richard Lownds ○ ○ A preparative for the fast

1645 C4346 Joshua Kirton ○ The city alarum, or the weeke of our
1646 C1943 T.W. R. Lunne ○ Bussy D'Ambois a tragedie
1648 L559 ○ The late storie of Mr. William Lilly
1649 S5199 T.W. Tho. Knight ○ Stanbrigii Embrion relimatvm
1650 B4892 ○ The spoiles of the forest of Deane
1651 G700 Joshua Kirton ○ ○ The truth of the Christian religion

H2246 Andrew Crooke ○ Leviathan
1662 D2481 Alice Warren ○ The history of imbanking and drayning

N868 A. Warren John Martyn ○ Playes written by the thrice noble,

表 2：活字の出現場所
A 2H1r, 48（〈A〉rts 2K1v, 10（〈A〉braham 2N3r, 26（〈A〉postles

C
S1r, 18〈C〉ommon U1v, 19〈C〉ommand Y1r, 28〈C〉om-
2B4r, 22〈C〉onstitution

D
E2r, 13〈D〉eliberation G1v, 31〈D〉ishonourable M2r, 30〈D）ominion
S1v, 29〈D〉ebate

I K2r, 16（〈I〉mpossible） P2v, 47（〈I〉nstitution） T3r, 2（〈I〉nterpreters）

m
2C1v, 30（Drea〈m〉） 2F2r, 12（Co〈m〉memoration） 2H4v, 30（Exe〈m〉plary
2L2r, 38（ca〈m〉e 2N4v, 36（〈m〉ade） 2P2r, 28（Supre〈m〉e
2R4v, 19（hi〈m〉self 2Z3r, 40（I〈m〉position

y 2N4v, 28（an〈y〉 2P1v, 18（B〈y〉） 2X3r, 24（ma〈y〉）



表 3：活字の発生場所

A B C D
t.p. v  con.2 2  3 5  8 10  11 13  16 18 19 21  24 26

v  to con.1  1 4  6 7  9 12  14 15  17 20  22 23  25

E F G H
27 29  32 34  35 37  40 42  43 45  48 50  51 53  56 58

D

28  30 31  33 36  37 39  41 44  46 47  49 52  54 55  57
D

I K L M
59 61  64 66 67 69  72 74  75 77  80 82 83 85  88 90

I D

60  62 63  65 68  70 71  73 76  78 79  81 84  86 87  89

N O P Q
91 93  96 98  99 101  104 106  107 109  112 114 115 117  120 122

92  94 95  97 100  102 103  105 108  110 111  113 116  118 119  121
I

R S T U
123 125  128 130  131 133  136 138 139 141  144 146  147 149  152 154

C

124  126 127  129 132  134 135  137 140  142 143  145 148  150 151  153
D I C

X Y Z AA
155 157  160 162 163 165  168 170  171 173  176 178  179 181  184 186

C

156  158 159  161 164  166 167  169 172  174 175  177 180  182 183  185

BB CC DD EE
187 189  192 194  195 197  200 202  203 205  208 210 211 213  216 218

188  190 191  193 196  198 199  201 204  206 207  209 212  214 215  217
C m

FF GG HH II
219 221  224 226 227 229  232 234  235 237  240 242  243 246  247 248

m A m

220  222 223  225 228  230 231  233 236  238 239  241 244  245 248  247



KK LL MM NN
249 251  254 256 261 263  266 268  269 271  274 276  277 279  282 284

m m
y

250  252 253  255 262  264 265  267 270  272 273  275 278  280 281  283
A A

OO PP QQ RR
285 287  290 292  293 295  298 300  301 303  306 308 309 311  314 316

m m

286  288 289  291 294  296 297  299 302  304 305  307 310  312 313  315
y

SS TT UU XX
317 319  322 324 325 327  330 332 333 335  338 340  341 343  346 348

318  320 321  323 326  328 329  331 334  336 337  339 342  344 345  347
y

YY ZZ AAA BBB
349 351  354 356 357 359  362 364  365 367  370 372  373 375  378 380

350  352 353  355 358  360 361  363 366  368 369  371 374  376 377  379
m

CCC DDD
381 383  386 388 389 391  394 396

382  384 385  387 390  392 393  395



表 4：Leviathan, 1651年版の所蔵一覧
Head

折間違い Aaa3
所蔵機関 Bの有無
東北大学 2 ×
関東学園大学
千葉商科大学 1 ×
放送大学 1 ×
国立国会図書館 1 ×
慶應義塾大学 1 ×
駒澤大学 1 × A2，A3折間違い
駿河台大学 1 ×
成蹊大学
成城大学
専修大学 1 ×
中央大学 1 ×
東海大学
東京経済大学 1 ×
東京大学経済学部 1 ×
東京大学文学部社会学研究室 1 ×
日本大学経済学部 1 ×
日本大学法学部 2 × Aaa3
一橋大学 3 ×
明治大学 1 ×
立教大学 1 ×
早稲田大学 2 ×
神奈川大学
横浜市立大学 1 ×
日本大学国際関係学部 1 × A2，A3折間違い
北陸先端科学技術大学
名古屋大学 1 × Aaa3

1 ○ Aaa3
京都外国語大学
京都大学経済学部 1 ×
京都大学文学部 1 ×
京都産業大学 1 × A2，A3折間違い
大阪市立大学 1 ×
大阪経済大学 1 ○
大阪産業大学 1 ×
関西学院大学 3 ×
関西大学 1 ×
近畿大学 1 ×
奈良大学 1 ×
広島経済大学 1 ×
高知大学

Pforzheimer 1 ○ Aaa3
Scola ed. 1 × Aaa3



図１：Leviathan，1651年（Wing H2246）
（名古屋大学附属図書館蔵）

図２：A sermon（STC 1349，1636年）

図３：Bussy D'Ambois
（Wing C1641，1641年）

図４：Bussy D'Ambois
（Wing C1943，1646年）



図 5 ：The history of
　　　imbanking and drayning.
　　　（Wing D2481）（1662年）

図６：1649年のオーナメント
　　　（Strabrigii Embrion relimatvm）
　　　（Wing S5199）



図７：1641年のオーナメント
　　　（A large supplement）（Wing B462）
　　　（名古屋大学附属図書館蔵）

図８：1642年のオーナメント
　　　（The Irish occurrence）（Wing I1042）

図９：1645年のオーナメント
　　　（The city alarum）（Wing C4346）

図10：1651年のオーナメント
　　　『リヴァイアサン』（Wing H2246）
　　　（名古屋大学附属図書館蔵）

図11：1662年のオーナメント
　　　（The history of imbanking）
　　　（Wing D2481）



図12：1619年のボナムの
　　　ヘッド・オーナメント
　　　（A meditation vpon the Lords prayer）
　　　（STC 14384）
　　　（Bonham Norton）

図13：1654年のロジャーのヘッド・オーナメント
　　　（Tessera Romana）（Wing M126）
　　　（Roger Norton）

図14：1585年のC. バーカーのヘッド・オーナメント
　　　（Delle caggioni）（STC 9193）

図15：1596年のC. バーカーのヘッド・オーナメント
　　　（The examination of  Mr. Thomas Cartwrights）
　　　（STC 23463）



図16：（『リヴァイアサン』（Wing H2246）
　　　（1651年）
　　　（名古屋大学附属図書館　水田文庫）

図17：The great exemplar of sanctity
　　　　and holy life（Wing T342）（sig. a1r）
　　　（1649年）（Roger Norton）



図18：The pattern of catechistical doctrine
　　　（Wing A3147）（sig. *1r）
　　　（1650年）（Roger Norton）

図19：XXVIII sermons（Wing T405）
　　　（sig. A1r）（1651年）（Roger Norton）



図20：Mermaid I
　　　『リヴァイアサン』
　　　（名古屋大学附属図書館蔵）

図21：Mermaid I（Cotes）
　　　（The temple）
　　　（Wing L2071）
　　　（1650年）

図22：Mermaid I（Cotes）
　　　（The harmony）
　　　（Wing L2060）
　　　（1650年）

図23：修正前 『リヴァイアサン』
　　　（名古屋大学附属図書館水田文庫）

図24：修正後 『リヴァイアサン』
　　　（名古屋大学附属図書館ホッブス文庫）


